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新刊書紹介　New Book Introduction

粒子設計工学の新しいプラットフォームとしての球形晶析法

Spherical Crystallization as a New Platform  
for Particle Design Engineering

川嶋　嘉明
Yoshiaki KAWASHIMA

“Spherical Crystallization as a New Platform for 

Particle Design Engineering”が本年 7月に Springer 

Natureから発刊された（図 1）。本書の紹介をする
に当たり，始めに本書のユニークな書名の由来か
ら説明する。本書の検索キィワードは，“spherical 

crystallization（球形晶析）”と“particle design 

engineering（粒子設計工学）”である。粒子設計工学
が初めて専門用語として公に認められたのは，粉体
工学会に，製剤と粒子設計部会が設立された，1981

年に遡る。この頃，粉体工学に，設計という概念が
導入され，粉体の物性の改変や，新しい物性を創製
することにより，粉体を取り扱う操作から，新しい
材料を創製する工学へという新しい潮流が生まれ
た。球形晶析法は，時を同じくして，新規な粒子設
計法として開発された。本プロセスは，晶析と造粒
の同時操作であり，新しい複合単位操作ともみなさ
れ，smart unit processとか elegant complex processと
の評価を得た。然るに，その工業化には時間を要し
た。最近 10年を経て，高分子共存下での球形晶析
法により調製されたナノスフェアーが化粧品に応用
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図 1　本書の表紙
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され，初めてホソカワミクロン（株）により商品化
された。研究論文として，仏，印，英国から重要な
総説が出され，注目度が，再び増してきた。この技
術に関しては，我々がオリジナルであり最も先行し
ていることを内外に示したい思いが，本技術の基礎
から応用までを網羅した専門書を出版したい直接の
モチベーションとなった。幸いに，提出した本書の
出版企画書（書名，目次，内容，予想対象読者層，
予想学業界への影響度）が，Springer Natureの編集
部に受理され，プロジェクトは動いた。次いで，本
書の内容を目次を参照しながら説明したい（表 1）。
先ず緒論で，現在から近未来の製剤に関わる粉体
工学において，球形晶析技術が必要とされる訳を説
き，本書の目的を記した。続いて，第 2章では，球
形晶析法の発見の経緯をのべ，晶析により生じた微
粒子の凝集（造粒）機構について説明した。（粒子
の自己組織化）粒子の生長速度の解析から，球形晶
析は，晶析と造粒の同時操作であることを述べた。
第 3章では，球形晶析で得られる粒子の特徴は，晶
析で得られる一次粒子（微粒子，ナノ粒子）が造粒
により球状の二次粒子となり，通常の粒子とは異な
る力学物性を示す事を説明した。静的・動的圧縮特
性が増し粒子の種類にかかわらず，直打が可能にな
り，製剤操作にパラダイムシフトをもたらす。第 4

章では，球形晶析法は，晶析または，造粒条件（晶

析溶媒の種類，組成，添加剤の有無，種類を変える
ことにより，様々な物質の単一または混合物に適用
できるので，粒子設計技術としてプラットフォーム
化出来る。調製粒子は，結晶多形，非晶質体，複合
体，半固形形状体，高分子分散体等様様である。第
5章では，高分子共存下での球形晶析法（高分子球
形晶析法）により，高分子マイクロマトリックス（ミ
クロスフェアー）による薬物放出制御システムやマ
イクロバルーン（胃内浮遊システム）DDSの開発
例を示した。第 6章では， PLGAナノスフェアーを，
エマルション溶媒拡散（ESD）及び相分離（PS）高
分子球形晶析法により調製した。ナノスフェアーを
通常の製剤と同じように投与出来るコンポジット化
法を開発した。インスリンや抗喘息薬のカルシトニ
ンの経口投与 DDS，核酸の経直腸投与 DDS，ホル
モン経肺投与 DDS，経皮投与 DDSを開発した。第
7章では，PLGAナノスフェアーを利用した，化粧品，
養毛剤を商品化した。第 8章では，将来展望として，
球形晶析法では，連続生産が，PLGAナノスフェアー
では，ハイブリッド型 DDSに代表されるナノメディ
シンの開発が課題である事を述べた。
終わりに，本書が大学院生や若い研究者の粒子設
計工学へのモチベーションを高める事を祈念し，読
者からのコメントを心待ちにしている。
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